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学校長  髙橋 好則 

１ 学期を終えて

校 長 髙 橋 好 則

１年で最も日の長い時期を迎え、夏の訪れを感じる季節ですが、7月に入り釧路らしい？

天気が続いています。校舎正面の児童生徒玄関を入るとすぐに、共同製作を飾る大きな

掲示板があります。７月は、小学部の５年生と６年生が製作した「ひまわり」が誇らしげに

初夏の風景を表現しています。６月はあじさいが咲いていて、校内で季節を感じさせる

掲示板になっています。

さて、私たちの生活には四季がありますが、学校では季節を行事で感じることもできます。

それが学校行事です。例えば春には始業式、入学式にはじまり、運動会等がありますが、

それぞれの行事が春をいくつかの時期に分け、その時々の季節を感じさせてくれます。

学校行事は、日頃の学習の成果を発揮できる場であり、友達と協力することや目標に

向けて努力することを学ぶ機会でもあります。その学びの様子からは、日常の学習の

中では気づかなかった新たな一面や成長を感じさせることも多くあります。子ども達は、

それぞれの季節に、季節ならではの行事の中で自分の足跡を残し、成長を積み重ねて

いくのです。

先日実施された小学部の運動会は、児童が助け合ったり 、応援しながら競技種目と

向き合い、自分らしさを発揮して 、個々の成長を思う存分披露してくれました。友達や

保護者の皆様からの温かい声援で自信が芽生え、互いに讃え合い応援し、仲間意識を

育むことができました。１年生から６年生までの競技を見ると、子ども達のパフォーマンスは、

単に行事の練習から生まれるのではなく、これまでのご家庭での生活や小学部１年生からの

学習の積み重ねがあって初めて達成できるということもあらためて実感できました。

本来であれば、保護者の皆様にも全ての競技をご覧いただき、数年前のお子さんの姿や

数年後のお子さん姿を思い、子ども達の伸びゆく姿をご覧いただきたかったところです。

昨年来からのコロナ禍はいまだに収束を見通せず、いつも通りの生活になるには

もう少し時間がかかりそうです。１学期においては、保護者の皆様にも毎日の体調、健康

観察や体調不良時の登校自粛など、多大なご協力を頂きました。深く感謝申し上げます。

感染症まん延防止等重点措置期間は終了しましたが、引き続き感染症対策をしっかりと

行ったうえで、日々の学習活動の充実を目指して２学期も取り組んでまいります。まもなく

夏休みとなりますが、児童生徒の皆さんも、ご家族の皆様も、健康には十分に

注意をして、短くはありますが夏を感じられる休みをお過ごしください。そして

元気に２学期を迎えましょう。
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令和3年度学校運営協議会はじまる

副校長 齋 藤 利 文

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に
取り組むことが可能となる「地域とともにある学校」への転換を図るための有効な仕組みです。
コミュニティ・スクールでは、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある
学校づくりを進めていくことができます。法律（地教行法第47条の5）に基づいて教育委員会が学校
に設置する学校運営協議会には、主な役割として、

①校長が作成する学校運営の基本方針を承認する

②学校運営に関する意見を教育委員会又は校長に述べることができる

③教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項について、教育委員会に意見を述べる

ことができる

の3つがあります。会長は、小野川文子 様（北海道教育大学釧路校准教授）、副会長 髙谷さふみ 様

（障がい者就業生活支援センター「ぷれん」センター長）です。委員は、高橋 實 様（釧路市新橋

第一町内会長）、細川和則 様（北海道社会福祉事業団 白糠学園学園長）、佐藤みちる 様

（ゼペットの会会長）、楠木恵子 様（釧路孝仁会看護専門学校副学校長）、八幡百合香 様

（釧路養護学校ＰＴＡ）です。第1回目の学校運営委員会の内容は、釧路養護学校HPで御覧ください。

よろしくお願いします。

小学部運動会 無事に終了

6月２６日（土）に小学部運動会が開催されました。今年度は、コロナ禍での開催となり団体競技のみ

行われました。子ども達は、昨年度できなかった悔しさをバネに練習からたくさん頑張ってきました。

各学年、コロナ感染症対策を立てながら競技内容を考え、当日を迎えました。当日は晴天に恵まれ、

笑顔いっぱいの運動会になりました。たくさんの保護者の方々に拍手をいただき、子ども達も私たちも

とても嬉しく思いました。来校して下さった保護者の皆様、ありがとうございました。来年度は、徒競走を

はじめ、全競技を声援の中、開催できることを祈っています。 （保健体育部長 草野 剛）

７月２７日に実施する予定だった中学部記録会ですが、今年度は実施いたしません。

中学部の生徒には「今年の記録会は無観客で実施します」と伝えており、短距離走とボール

投げについては、通常の保健体育の授業の中で記録を計測します。昨年に引き続き、行うことができず

心苦しいところですが、来年度は感染症も終息し実施できるよう願っています。 （中学部 松倉 尚史）
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高等部２年生 思い出深い

「宿泊研修」になりました

高等部２学年は、７月１日から１ 泊 ２ 日 の 日 程 で 川 湯
方面へ宿泊研修に行ってきました。

事前学習で調べた霧の摩周湖や硫黄山を実際に観て、

匂いを嗅いで、その壮大さや自然の素晴らしさを感じ、あまりの

匂いの強烈さに涙を流す生徒もいました。摩周観光文化

センターでは、ボッチャとティーボールを行いました。友達と

協力し合って競技に取り組み、伸び伸びとアリーナを走り

回りとても楽しそうでした。摩周焼き体験では、「世界に一つ

しかない、私だけの コ ッ プ 」を真剣に作成していました 。

どんな個性的な作品が焼き上がるか楽しみです。

渡辺体験牧場では 、ペアでアイスク リーム作りに挑戦

しました。牧場の濃厚な牛乳で作るアイスの味は格別だった

ようで、みんなあっという間に完食していました。みんなで

温泉に入り、寝食を共にし、大変思い出深い２日間となりました。

旅行中は、バスに乗るとき、建物に入る前、食事の前など

しっかり手指消毒を行い、黙食、黙浴などを心掛け、コロナ

対策もしっかり行いました。何よりもみんな元気に笑顔で帰校

できたことに感謝しています。

（高等部２学年主任 安部和歌子）

【高等部３年生 作品】 【小学部５・６年生 作品】

６月は高等部３年生が

季節のあじさいをちぎり

絵で表現し、蓮や虹まで

鮮やかな水彩で描いて

いました。今月は小学部

５・６年生が「夏」と題して

元気いっぱいのひまわりを

花びら１枚１枚まで工夫

して制作しています。

２学期の壁面装飾も

どうぞお楽しみに。
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地域センター校としての本校の役割について

本校では１３名の教員が特別支援教育コーディネーター（主事・教務・寮務・進路・医療・地域

支援部）に任命されています。このうち２名が地域支援部に配属され、中学部１名、高等部１名が

それぞれ専任として校内支援や外部支援を担っています。主な支援内容は次のとおりです。

センター校として、本校はもちろんのこと、地域の特別支援教育の発展に寄与する専門的な支援が
できるようにしていきます。 （地域支援部長 田村 純子）

８ 月 ９ 月

8 日 山の日（祝日） １ 水 介護等体験⑥ １６ 木 小５宿泊研修

9 月 振替休日 ２ 木 介護等体験⑥ 介護等体験⑧

1０ 火 学校閉庁日 （ 舎 ） 夜 間 火 災 避 難 訓 練 予 備 日 １７ 金 小５宿泊研修

11 水 学校閉庁日 ３ 金 進路希望調査（小５，６・中１） PTA5役会１０：４０～

12 木 学校閉庁日 ６ 月 看護学生体験実習⑤ ２０ 月 敬老の日（祝日）

１３ 金 学校閉庁日 教育実習Ｂ（～９／１７） ２１ 火 介護等体験⑨

２３ 月 第２学期始業式 ７ 火 看護学生体験実習⑤ ２２ 水 児童生徒会活動②、介護等体験⑨

進路説明会（小５，６・中１，２） ＰＴＡ道東地区懇談会（オンライン） 個別懇談週間（～１０／８）

２５ 水 授業公開 ８ 水 避難訓練② ２３ 木 秋分の日（祝日）

２６ 木 （舎）夜間火災避難訓練 介護等体験⑦ ２７ 月 看護学生体験学習⑦

（舎）誕生会 ９ 木 小６見学旅行 ２８ 火 看護学生体験学習⑦

３１ 火 児童生徒会活動① 介護等体験⑦ PTA役員会１３：００～

１０ 金 小６見学旅行 ２９ 水 介護等体験⑩

１３ 月 看護学生体験実習⑥ ３０ 木 （中）標茶中交流②

１４ 火 看護学生体験実習⑥ 介護等体験⑩

１５ 水 介護等体験⑧ （舎）地震津波避難訓練、誕生会

・発 達障害等支 援の必要な児 童生徒、

保護者への相談支援。

・放課後等デイサービス事業、相談支援

事業所との情報交流会等の連携推進。

・関係機関と連携した校内支援会議の

企画、推進。
・居住地交流の企画、推進。

・パートナーティーチャー派遣事業による

小学校、中学校への指導助言。

・幼稚園、保育所、認定こども園への巡回

相談による指導助言。

・小、中学校等の教員に対する校内研修会の

講師や個別研修の受け入れ。

・授業公開の実施による実態や指導、

支援に関わる情報共有など。

根釧地域の４つの特別支援学校（釧路鶴野、白糠、中標津、本校）が根釧地区特別支援教育

連携協議会『くろーばーねっとわーく』として連携を図り、この地域の学校、教育、保育、

療育、医療、福祉、労働機関のみなさまと手をつなぎ、子どもたちの支援のために活動を行って

います。また、保護者の皆様と連携して子どもたちの生活の向上を目指して取り組んでいます。


